
（参考１）住宅リフォーム・紛争処理支援センターの住まいるダイヤル

・国土交通大臣から指定を受けた住宅専門の相談窓口
・住宅品確法、住宅瑕疵担保履行法に基づき、住宅相談、住宅紛争処理への支援等幅広い業務を実施。
・相談員は35名（一級建築士）。毎日19名～26名の相談員が電話で対応。

7



（参考２） 住まいるダイヤルの概要と実績

<新築住宅>
・住宅に不具合があるようで心配だ。
・事業者に不具合の修理を依頼したが対応してもらえない。
・契約金額や工期が契約通りになっていない。
・住宅を安心して取得するための制度を知りたい。

<リフォーム>
・リフォーム工事に不具合があるようで心配だ。
・事業者の説明や契約内容と工事が違っている。
・訪問販売業者とリフォーム工事の契約をしてしまったが、解約できるか。
・事業者が作成した見積書の工事項目や工事単価の見方を知りたい。

【区分】
新築等住宅に関する相談

： 注文または売買等により取得した住宅
（中古を含む）に関する相談
リフォームに関する相談

： 住宅のリフォームに関する相談

【相談者の区分】
（電話相談、2014年度）

【消費者が「住まいるダイヤル」を知った方法】
（電話相談、2014年度）

【電話相談の件数】

【相談例】
（
青
部
分
）
他
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
も
の

○ 住宅の取得やリフォームに関してトラブルや不安を抱える消費者等から、技術的問題から法律的問題まで幅広い相談を
受け、相談内容に応じて、専門家相談や紛争処理手続を紹介している。（全国から市内通話料金で利用可能）

○ 電話相談に応じる相談員は、一級建築士の資格と住宅の建築や設計の実務経験を有し、専門的な見地から助言を行うこ
とができる体制を整えている。なお、法律的問題を含む相談については、弁護士が常駐して、サポートしている。

○ 電話相談の件数は増加傾向にあり、2014年度は26,136件。 2014年度の相談者の区分は、83%が「消費者」、8%が「消費生
活センター・地方公共団体」からの相談。消費者が「住まいるダイヤル」に相談するきっかけは、「消費生活センター」など他
の相談窓口機関からの紹介によるものが44%を占めている。
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設計段階

建築確認

施工段階 施工終了

中間検査 完了検査

（仕 様 規 定） （性 能 規 定）

建
築
計
画

使
用
開
始

工
事
着
工

建築主事 or 指定確認検査機関による審査・検査

■単体規定【建築物の安全性確保】

○接道規制（避難・消防等の経路確保）････○敷地と道路の関係
○用途規制（土地利用の混乱の防止）･･････○用途地域毎の建築制限
○形態規制（市街地の環境の維持）････････○容積率、斜線制限等

○敷地（衛生・安全の確保）･･････････････○雨水排水溝、盛土等
○構造（地震等による倒壊の防止）････････○構造部材､壁量等 ･･･････○限界耐力計算等
○防火・避難（火災からの人命の確保）････○耐火構造､避難階段等 ･･･○耐火設計法､避難安全検証法等
○一般構造・設備（衛生・安全の確保）････○採光､階段､給排水設備等

（参考３）建築基準法に基づく建築確認・検査について

○建築使用までの手続き

○バリアフリー法、消防法、都市計画法等の一部の規定等のうち建築物の敷地、構造又は建築設備
に係るもの

設計図書等の
建築基準への適合性を審査

○法律で規定される建築基準関係規定

■集団規定【健全なまちづくり】

■その他の建築基準関係規定

施工された建築物の
建築基準への適合性を検査
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